
よ
う
に
な
る
。

　
政
府
は
、
毎
年
一
月
十
七
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
同
月
十
五
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
た
。
被
災
地
と
し
て
も
大
震
災
の
教
訓
を

創
造
的
復
興
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
行
政
・
学
界
・
民
間
あ
げ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
一

周
年
記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
記
念
事
業
は
、
そ
の
後
一
〇
年
間
に
わ
た
り
毎
年
こ
の
時
期

を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
被
災
地
か
ら
の
情
報
発
信
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、「
震
災
復

興
関
連
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
例
収
集
と
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成
七
年
一
月
か
ら
平
成
八
年
一
月

に
か
け
て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
行
政
、
企
業
・
経
済
団
体
、
学
術
専
門

団
体
等
に
よ
り
、記
念
事
業
も
含
め
七
四
一
件
の
震
災
復
興
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

第
四
節
　
復
興
前
期
（
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
四
月
～
平
成
十
二
年
三
月
）

　
多
く
の
人
々
が
応
急
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
中
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
生
活
再
建
支
援
に
関
わ
る
新
た
な
課
題
が
見
え
て

き
た
。
仕
事
を
失
っ
た
中
高
年
の
人
々
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
り
、
新
た
な
支
援
策
が
導
入
さ
れ
た
。
中
間
支
援
的
な
機
能
を

担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
支
援
活
動
を
展
開
し
、
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅
へ
の
早
期
移
行
の
取
組
も
本
格
化
し
た
。

ま
た
、
震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
つ
い
て
の
国
際
検
証
が
行
わ
れ
た
。

写真 52　阪神・淡路大震災犠牲者追悼式
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一
　
復
興
を
検
証

　
大
震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
が
進
め
て
き
た
震
災
対
策
を
国
際
的
な
視
点
か
ら
客
観
的
に
評
価
・
検
証
し
、

今
後
に
向
け
て
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度
に
震
災
対
策
国
際
総
合
検
証
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
防
災
体
制
、

保
健
医
療
、
応
急
救
助
、
災
害
弱
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
被
害
認
定
・
自
立
支
援
、
生
活
・
住
宅
再
建
支
援
、
復
興
体
制
、
ま

ち
づ
く
り
、
産
業
復
興
、
文
化
復
興
、
マ
ス
コ
ミ
と
い
う
一
一
分
野
で
二
〇
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
テ
ー
マ
に
応
じ
て
国
内・

海
外
の
三
六
人
の
専
門
家
に
検
証
委
員
を
委
嘱
し
、
第
三
者
の
視
点
で
検
証
が
行
わ
れ
た
。
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地

調
査
を
行
う
サ
マ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
経
て
、
将
来
に
継
承
す
べ
き
方
策
や
今
後
充
実
す
べ
き
方
策
な
ど
、
二
四
八
項
目
の

提
言
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
平
成
十
二
年
一
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
震
災
対
策
国
際
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム 
ｉ
ｎ 

Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」
で
発
信
さ
れ
、
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、「
阪
神
・
淡

路
震
災
復
興
計
画
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
反
映
さ
れ
た
。

　
神
戸
市
は
平
成
十
年
六
月
に
神
戸
市
復
興
・
活
性
化
推
進
懇
話
会
を
設
置
し
、「
生
活
再
建
」

「
安
全
都
市
」「
住
宅
・
都
市
再
建
」「
経
済
・
港
湾
・
文
化
」
の
四
分
野
に
つ
い
て
復
興
検
証

を
行
っ
た
。
神
戸
市
で
は
市
民
参
画
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
検
証
や
、
一
万
人
対
象

の
大
規
模
な
質
問
紙
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
検
証
結
果
は
「
復
興
の
総
括
・
検
証
に
関
す
る
提

言
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
平
成
十
二
年
一
月
に
市
長
に
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
神

戸
市
復
興
計
画
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
反
映
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
市
民
研
究
会
な
ど
の
民
間
団
体
で
も
独
自
の
検
証
が
実
施
さ
れ
、
出
版
物
と
し
て
ま

写真 53　震災対策国際総合検証事業
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と
め
ら
れ
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年
か
ら
十
一
年
度
に
実
施
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
教
訓
情
報
分
析
・
活
用
調
査
に
基
づ
き
、「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
教
訓
情
報
資
料
集
」
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
十
八
年
度
に
か
け
て
増
補
が
行
わ
れ
て
い

る
。

二
　
復
興
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　
平
成
七
年
に
設
置
さ
れ
た
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
推
進
委
員
会
」
は
、
復
興
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
し
、

中
間
報
告
に
引
き
続
き
、
震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
平
成
十
年
三
月
に
は
総
括
提
言
「
創
造
的
復
興
へ
の
戦
略
」
を
と
り
ま

と
め
、
そ
の
活
動
を
終
了
す
る
。
委
員
会
か
ら
の
提
言
や
、
平
成
九
年
度
に
各
地
域
で
実
施
さ
れ
た
復
興
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

県
民
や
各
種
団
体
か
ら
の
意
見
・
提
言
及
び
震
災
後
の
復
興
の
進
捗
な
ど
を
踏
ま
え
、
復
興
計
画
を
更
に
効
果
的
か
つ
着
実
に

推
進
す
る
た
め
の
戦
略
を
示
し
た
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
推
進
方
策
」
を
県
は
平
成
十
年
三
月
に
と
り
ま
と
め
た
。
推

進
委
員
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
組
織
と
し
て
、
平
成
十
年
七
月
に
「
阪
神・淡
路
震
災
復
興
計
画
推
進
会
議
」（
座
長：

三
木
信
一
前
神
戸
商
科
大
学
学
長
）
が
設
置
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
県
で
は
復
興
検
証
に
加
え
、
復
興
の
現
場
で
活
躍
す
る
団
体
・
企
業
・
市
民
等
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
や
成
果
、
提
言
、

要
望
等
を
把
握
し
、
五
年
目
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
た
め
、「
復
興
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
被
災
地
各
地
で
平
成
十
一
年

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

　
平
成
十
二
年
三
月
に
は
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
委
員
会
」（
委
員
長
：
新
野
幸
次
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郞
神
戸
大
学
名
誉
教
授
・
神
戸
都
市
問
題
研
究
所
理
事
長
）
を
設
置
し
、
国
際
検
証
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
成
果
も
踏
ま
え
、
同
年

十
一
月
に
「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
後
期
五
か
年
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
し
た
。

三
　
復
興
課
題
へ
の
対
応

復
興
住
宅
へ
の
移
行

と
高
齢
者
の
見
守
り

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
復
興
公
営
住
宅
へ
の
移
行
に
際
し
て
は
、
高
齢
者
や
仮
設
住
宅
入
居
者
な
ど

の
優
先
枠
を
設
け
る
と
と
も
に
、
低
所
得
者
へ
の
特
別
家
賃
低
減
化
対
策
を
導
入
す
る
な
ど
、
円
滑
な

移
転
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
た
。
平
成
十
年
二
月
に
、
生
活
復
興
支
援
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
、
様
々
な
主
体
の
協

働
に
よ
る
生
活
復
興
へ
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
は
、
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
災
害
復
興
公
営
住
宅
に
移
っ
て
も

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
優
先
枠
も
影
響
し
て
入
居
者
の
世
代
構
成
は
高
齢
者
に
偏
る

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
常
駐
し
て
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を
行

う
生
活
援
助
員
（
Ｌ
Ｓ
Ａ：Life Support Adviser

）
等
に
よ
る
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ
た
。

生
き
が
い
づ
く
り

と
雇
用
の
創
出

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
震
災
に
よ
り
家
族
や
職
場
を
失
っ
た
中
高

年
に
対
す
る
ケ
ア
の
必
要
性
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
生
活
再
建
支

援
を
行
う
中
で
、
助
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
が
災
害
か
ら

立
ち
直
っ
て
い
く
上
で
重
要
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
中
高
年

に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
就
労
機
会
を
提
供
し
生
き
が
い
を
感
じ
て
も
ら
う
「
被
災
地

写真 54　�生活復興相談員による高齢者の見守
り活動
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ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や
住
宅
再
建
が
一
段
落
す
る
平
成
十
一
年
度
に
は
被
災
地
の
有

効
求
人
倍
率
が
過
去
最
低
の
〇
・
三
〇
に
ま
で
落
ち
込
む
な
ど
、
仕
事
の
確
保
が
重
要
な
課

題
と
な
り
、
五
万
人
の
し
ご
と
・
雇
用
創
出
を
目
標
に
掲
げ
た
「
ひ
ょ
う
ご
経
済
・
雇
用
再

活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
策
定
さ
れ
た
。
平
成
十
一
年
度
か
ら
復
興
基
金
で「
被
災
地
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
離
陸
応
援
事
業
」
が
、
同
年
十
二
月
に
は
連
合
兵
庫
、
兵
庫
県
経
営
者

協
会
、
県
の
三
者
合
意
に
よ
り
兵
庫
型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
が
行
わ
れ
た
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
と
産
業
の
活
性
化

商
店
街
や
市
場
の
仮
設
店
舗
で
の
営
業
が
再
開
さ
れ
た
が
、
量
販

店
の
進
出
や
商
圏
人
口
の
流
出
、
さ
ら
に
は
経
営
者
の
高
齢
化
に

伴
う
廃
業
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
、
被
災
し
た
商
店
街
の
再
活
性
化
が
継
続
的
な
課
題
で

あ
っ
た
。
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
た
め
平
成
九
年
か
ら
は
商
店
街
や
小

売
市
場
に
対
し
て
復
興
基
金
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
共
同
施
設
建
設
の
た
め

の
助
成
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
新
産
業
の
創
造
に
向
け
て
、
平
成
九
年
三
月
に
は
「
新
産
業
創
造

研
究
機
構
」（
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
）
が
県・神
戸
市・経
済
界
に
よ
り
官
民
一
体
と
な
っ

て
設
立
さ
れ
た
。
の
ち
に
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
に
は
中
小
企
業
の
新
製
品
開
発
を
支
援

す
る
「
技
術
移
転
セ
ン
タ
ー
」
や
大
学
の
研
究
成
果
の
事
業
化
を
促
進
す
る

し
ご
と
開
発
事
業
」「
い
き
が
い
『
し
ご
と
』
づ
く
り
事
業
」
が
継
続
さ
れ
た
。

写真 55　被災地しごと開発事業

写真 56　�NIRO の本拠地が設置さ
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ル
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技
術
移
転
機
関
「
Ｔ
Ｌ
Ｏ
ひ
ょ
う
ご
」
が
設
置
さ
れ
、
産
業
復
興
に
お
け
る
地
域
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
支
援

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る
上
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
果
た
す
役
割
も
不
可
欠
で
あ
る
。

平
成
十
年
四
月
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
活
動
支
援
拠
点
と
し
て
、「
生
活
復

興
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
プ
ラ
ザ
」
が
設
置
さ
れ
、
生
活
復
興
県
民
ネ
ッ
ト
が
事
務
局
を
担
っ
た
。
同
年
十
二
月
に
は
、
被
災
地
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
契
機
と
な
っ
て
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
施
行
さ
れ
、
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
が
進
ん
だ
。
平
成
十
二
年
一
月
に
は
、
官
・
民
・
学
・
企
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
力
で
市
民
活
動
を

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、「
し
み
ん
基
金
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
が
発
足
し
た
。
先
述
の
「
生
活
復
興
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
は
、
平

成
十
一
年
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
生
活
復
興
会
議
」
と
な
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
の
被
災
地
の
生
活
復
興
に
関
す
る
提
案
を
協
議
す

る
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
た
。

第
五
節
　
本
格
復
興
期
（
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
四
月
～
平
成
十
七
年
三
月
）

　
平
成
十
二
年
一
月
十
四
日
を
も
っ
て
応
急
仮
設
住
宅
は
解
消
さ
れ
た
が
、
災
害
復
興
公
営
住
宅
で
の
生
活
支
援
が
新
た
な
課

題
と
な
り
、
継
続
し
て
様
々
な
試
み
が
続
け
ら
れ
た
。
商
店
街
・
地
場
産
業
の
復
興
も
課
題
と
な
り
、
新
た
な
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
た
め
の
試
み
や
震
災
一
〇
年
の
復
興
検
証
が
行
わ
れ
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
諸
機

関
の
集
積
な
ど
も
進
ん
だ
。
復
興
計
画
が
終
期
を
迎
え
、
次
な
る
フ
ェ
ー
ズ
に
向
け
て
復
興
の
推
進
体
制
な
ど
の
見
直
し
が
進
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